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■りや棺椰ヽ こ薇成候、すJ・く砕τlの その覇な都電ζtつ、
ハれ三iギい得尋t薇餞係、4降厳着編 、てへてを・
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④他の頂ヨ嘲R、 lltJk唸 〒年領t汲崎ス七られて戦u風 し、
ホ峡.久べ両供毛i許角tの大寄倉t浜七弘 た。
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千に宋ヽヽた沐ヨ贅奸反∈r品辞莉下74T71B粛 はヽポま高/″れっムL
輛飽卜拓窪 便甲k条表さに、櫓、薇閂鋳せ色磋壕

ぎの本格旬恣モので中仁ユ訃 から竜ヒ総日ぃの
`移

`¬上の城評∠して,1旱Ц確景の箕、た新噸山琺∈柚郡六郷町
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訃茎集tヽく空町戦目立ぃつ判脚b時に乞生こ致ヽヽたのざ
う。

以L.有夕起
依∠その鍼訃
|こ フ、ヽて通墨だ【

たんヽ 二のノ1ヽ

1煮 枷 各で

あく筆のこり
太、ヽ∠こ3が多
ち3、 筆たの 1

島tとするとこう
ごあぢが Iヽプたr
ば 、tミ百檄 ≪和 市詢 哺 走絆

専褥脅
ぶ 蓋ん ゝ

会毛あるごち ラク.        徐 影・J

小日の■■3は =のこご筆:左通

“

識1て ヽヽただきたしl。 ( 軍 )
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ネ中審3こ ―幹こ爵rtt」rの 寓FθPと |、ぅじとこ平霧Σマ′)3。 軍暉晏豪負拒戒

と|ま 時警7'りたr36～ 7亡 f乙 ら7□が公尾□段体なりに像飢 に
tiく 』予£に)全≧.IIとにビ確議定と:ヽった蔵じぞ 発生じ逃断書じυヽ L
軍事施 譲 2し り、予を今のとし3■ lヽ11■じ都ヒ聾ミ
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)推が (率通の ⑥有爵ζ蹴難 時:壇1)のイ万k｀■あL(摯艦日の

いも向ιに類 R31ど■ょう。ヒ曖 ヒあ堪F2つ =ヾ′籠2の こltマに滋〉2-豪
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逃■の上げ・zイ〒■たい。この中2｀ bfで V為□め じヽイ葎□にがヽ3

イ蒲イ10の住匿ヒつ`t当た
｀
計ヽ象に42(3Z｀ふ35。

A 雷山     G 帯震山

B 鹿毛馬    凛  ぉつば山

C 杷木     I 石城山

D 高良山    J 永納山

E 女山     K 城山

F 御所 ヶ谷   L 鬼ノ城

M 大廻小廻

第l口 古代山城分布図              
「

(Pな のI取
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こ ざり塁 出命肇蔵印 )

寝 かζちイヾ山1耐 ヒか琴pa雫ボ出」嗜
ヽ
とつヽネ甲筆るとっヽ』三当ぼ調「L俺セ・ 3

風い■3のマ“Iずこれもの亀狼 竜っ弓ソ下に2蔦 こ`うと思う。二図k ttζム3

下記に■/で山ブギl暮 夢過でゴ山可 と孝翠‖島石素山式 ヒに′→け 軌ヽZ下り。この

二孫翁澤務とにЪk日本の■

「

山τ薮研qィ睡電も同幡たまl、ぼ乙しヽ3カ:

アt]丁
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草R善求LLl式 とは 66o舞 B繁,蔑 析ヽ覆理合軍^bに 〕琺1`れ

16Ь 3電 覆→首日興の■ぃた日不1弓 ス豊L7_電ほ t色薫)■abじ奪 Z‐

r‐ ■ ,マ ー:ri〕 r・ 22)

1 金田城    7 長Fl城

2 恰土城    8 常城

3 大野城    9 茨城

4 水城     10 屋島城

5 基難城    11 高安城

6 鞠智城

〃 3奮山■丼の秘 喜

一だ
」
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